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1 はじめに

岩手県の主力品種「ジョナゴール ドJはわい性台上で

無袋栽培され着色は良好である。新わい性台 JM台木が

導入されつつあるが、 JM台木における生育特性と果実

着色との関係を明らかにする。

2 試験方法

(1)供試品種・台木及び植栽密度

供試品種は「ニュージョナゴールドJを用い、

台木品種はJMl、 JM7、 JM8、 M9vfの 4品種

を用いた。いずれも 1999年 に 1年苗を5× 3m
間隔で定植した。

("方法

2003年に適期収穫した果実をマキ製作所製

熟度カラーセンサー選果機に流し、果実ごとの

計量値及び推定値を得た。また、樹体の生育指

標として各台木それぞれ 18樹について、3年

枝以上の側枝先端新梢長を測定した。更に、果

皮色のバラツキが大きかった JI1 1台 区では、

収穫前に着色良好樹と着色不良樹を抽出し、受

光条件が良好な目通り高の側枝に結実している

果実について、日本電装製色彩計を用い、陽光

面果皮の着色程度を測定した。

3 試験結果および考察

(1)果実の着色度は、隔年結果で着果量が少ない」M7

表 1 果実品質

台が最も良く、続いて M9vf台が良かった。」I11

台は、着色の樹間差、樹内差ともにドラツキが大きく、

」W18台は樹間差が小さいものの全体的に劣った。

特にハ'ラツキが大きかうた」Ml台については、新梢

伸長が不良な枝で着色不良及び着色がばらつく傾向

が見られた。

〈2)新梢伸長量で見る樹体の生育量は、Л江8台が最も大

きく、続いて JM7台、M9vf台の順で、tJMl台は

明らかに劣った。また、生育量のハ
.ラ
ツキは JMl台が

同一樹内差、樹間差共に最も大きかつた。

(め新梢仲長量と果実着色の関係は、これまでの樹相診

断の知見では 3∝m程度が適正と言われていたが

「ニュージョナゴール ドJの場合はそれよりも短い

平均新梢伸長量が 20～30clllにおいて着色度が高く、

適正新梢長と考えられた。この伸長量で着色度のド

ラツキが小さく、これより伸長量が大きい場合も小さい

場合も着色度が低くなる傾向が見られた。

4 まとめ

リンゴ「ニュージョナゴール ド」の果実着色は台木間

で大きく異なり、側枝先端新梢長が 20cm～ 30cIIlの台木

で優れていた。個々の樹でも同様であり、樹勢の差が台

木間の差として現れると考えられた。」Ml台樹はやや

衰弱傾向にあり、着色の良い樹と不良の樹が混在してい

た。 JMl台樹では側枝単位に見ても側枝先端新梢長が

短い枝に着生している果実の着色が不良であった。
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1果重のドラツキ 着色度のハ・ラツキ

台 木

JM1       368 9        29 3

JM7       355 0       17 3

JM8       396 3        49 9

M9vf      363 0       35 5
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表2 樹雄 育
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図2側枝先端新梢長と着色度
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図3側枝先端新梢長と着負慮のパラツキ

表3 JMl台 供試樹全体における側枝先端新梢長別の若色度
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図 1 」141台におけるジヨナゴールトの着色とバラツキ

色旧角度 :Ltt att b表色系色度図による0旧、 0度側が赤色～90度側が黄色。
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- 166 -


